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研究成果の概要（和文）： 
 中世アルメニア建築における装飾意匠について、悉皆的な現地調査に基づいた分析を通して、
その特質と変遷を導出し、中世アルメニア建築の様式史の一端を明らかにした。装飾意匠の構
法的特質として、彫刻による装飾の使用と配置に、工法として採用されるラブル・コア工法に
おける石積との関連が見出された一方、装飾意匠の一例として検討した外壁面ニッチについて
は、その構法的・意匠的特質を明らかにするとともに、その年次的変化を、4〜14 世紀を 4 つ
の時代に区分できる編年指標と見なせることを示した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  The present study clarifies some of the history of style in the medieval Armenian 
churches, through the chronological and morphological analyses about the ornaments and 
decorations on the wall, based on the data collected by the inventory survey on the field.  
As a result, it is revealed that the usage and the disposition of the sculptural ornaments 
are mainly based on the stone masonry of rubble-core system adopted as the construction 
method.  Moreover, the morphological and constructional characteristics of the external 
niches which is one of the targets for analyses are clarified and their chronological 
transitions are regarded as a chronological index divided the duration of the target, 
from the fourth to the fourteenth centuries, into four periodizations.  
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 
2010 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 
2011 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    
  年度    

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 
 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・建築史・意匠 
キーワード：  中世・歴史的建築物・キリスト教・アルメニア・建築技術・装飾・意匠

機関番号：１２６０８ 
研究種目：若手研究(B) 
研究期間：2009～2011 
課題番号：21760500 
研究課題名（和文） 
中世アルメニア正教教会堂建築における壁面装飾意匠に関する研究             
研究課題名（英文）  
Study on the ornaments and decorations of the wall in the Armenian Churches during the 
middle age 
研究代表者 
 藤田 康仁（FUJITA YASUHITO） 
 東京工業大学・大学院総合理工学研究科・助教 
研究者番号：00436718 



１．研究開始当初の背景 
 東アナトリア及びカフカースを中心とし
た歴史的アルメニア地域に 4世紀より建てら
れてきたキリスト教建築（アルメニア建築）
については、その地政学的な条件を背景に、
独自の発展を遂げたものと考えられ、同地域
における建築文化を考える上で重要な建築
群として捉えられる。 
 こうしたアルメニア建築は、とくに建築活
動の隆盛をみた点で重要な中世期(4〜14 世
紀頃)の遺構について、ビザンツ・ロマネス
ク・ゴシック建築等の他のキリスト教建築と
の比較を通じて、主に論じられてきた。しか
しその比較検討は、専ら個別的な事例を取り
上げたものであり、建築文化の比較として十
分な論理を備えていない。そもそもアルメニ
ア建築については、悉皆的な調査が半世ほど
前になされた以外は、これまで体系的な研究
はなされておらず、その発展の経緯は未だ明
らかにされていない現状にある。中でも、中
世アルメニア建築の装飾意匠については、こ
れまで、個別の建築遺構における装飾や、特
定の時代や建築部位の特徴が検討されるな
ど、断片的な研究がなされるのみであった。 
 レリーフ状の彫刻に代表される中世アル
メニア建築の装飾意匠は、窓や柱、入口周辺、
建築壁面などの各所に設けられるもので、 
アルメニア建築の長い歴史を通じて一貫し
てみられる建築部位であることから、中世ア
ルメニア建築の様式的な展開を考察するの
に適した部位と位置づけられる点で注目で
きる。また歴史的に一貫して用いられること
から、装飾意匠は遺構の年代推定の指標とし
ても有効であるといえる。 
 
２．研究の目的 
 上述の研究背景を踏まえて、本研究では、
これら中世アルメニア建築における装飾意
匠について、その形状的特質および構法的特
質に注目し、悉皆的かつ総合的な分析を通し
て、装飾意匠の変遷・系譜を導出し、中世ア
ルメニア建築の様式史の一端を明らかにす
ることを目的とする。また、明らかになった
装飾意匠における特質の年次的変化を元に、
中世アルメニア建築の編年指標を導出する
こととする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、アルメニア建築の装飾意匠に
ついて、これまでの研究成果及び調査データ
に加えて、新たに行われるアルメニア共和国
における建築調査で収集されるデータを基
に分析を行うものとした。装飾意匠として主
として取扱うのは、浮彫りによる彫刻装飾、
陰刻による線画的装飾や碑文、フレスコによ
る平面図像装飾等である。具体的には、4 世
紀から 14 世紀にかけて建てられた建築遺

構各所に散見される装飾意匠について、主と
して以下の検討項目の分析を念頭に、静止画
像ないし動画として悉皆的に記録する。 
(1) 彫刻モチーフ及びパターンの形状的・形

態的特徴  
(2) 彫刻モチーフ及びパターンの図像的意

味 
(3) 彫刻及び彩色の技法的特徴  
(4) 装飾を設ける際の構法(石材の加工方法

や壁面上の設置方法)  
(5) 建築における装飾の設置位置・配置の関

係  
 これら各項目の分析に併せて、遺構の創建
年代や遺構の建てられた地域等からみた傾
向も検討することで、アルメニア建築の装飾
意匠の特質とその時代的な変遷を包括的に
明らかにするものとした。 
 
４．研究成果 
 上述の研究目的及び方法に則り、当該課題
を推進し、以下の成果が得られた。 
 
(1) アルメニア共和国における現地調査の

実施と情報収集 
 本課題に基づくアルメニア共和国におけ
る現地調査から、東京工業大学篠野研究室を
中心とした研究組織によりこれまで行われ
てきたアルメニア共和国及びトルコ共和国
における歴史的遺構の悉皆的調査に加えて、
これまで未調査だった中世アルメニア建築
の現状を把握することで、研究のための基礎
資料の充足を図ることができた。特に、トル
コ共和国との国境の軍事緩衝地域に位置す
るため立ち入りの困難であったアラガツ及
びバガランの遺構について、駐屯するロシア
軍等より入構の許可を得て、遺構の現状を記
録することができたのは大きな成果といえ
る。同様にアゼルバイジャン国境近傍のバレ
カマヴァンの墓廟でも希少な現地調査を実
現した。なお、申請当初予定していたトルコ
共和国における調査については、調査遂行の
効率性を考慮し、本課題では行わなかったが、
アルメニア建築だけでなく、周辺地域の建築
文化を考える上でも重要な地域であるだけ
に、今後の課題としたい。 
 
(2) 中世アルメニア建築のディテールに関

する写真データベースの構築 
 中世アルメニア建築の装飾意匠を包括的
に捉える枠組として、上記遺構における装飾
意匠を中心とした建築ディテールに関する
画像資料（主に写真）から、データベースを
作成した（図 1）。撮影対象は装飾意匠に特化
せず、建築の表面を網羅的に撮影することに
努めている。データベースに収録された遺構
数は 151 サイト、216 棟を数えた。このデー
タベースについては、今後の調査の進展とと



もに、随時更新する予定である。 
 
(3) 建築外装石材の使用方法の検討 
 装飾意匠を検討するに当たって、特に彫刻
による装飾意匠の成立に関わるものと思わ
れる建築壁面を構成する石材について、その
使用方法を整理した。 
 壁面の構築に当たっては、骨材とモルタル
からなる主要躯体を外装石材で挟んだ、ラブ
ル・コア工法と呼ばれる、一種のコンクリー
ト工法が、対象とするアルメニア建築に一貫
して用いられている。彫刻による装飾意匠は、
基本的にこのラブル・コア工法における表層
石材を彫刻することで設けられており、彫刻
装飾の技術的基盤及び前提としてラブル・コ
ア工法を位置づけることができる。この表層
石材を概観すると、石材の高さを揃えること
で水平に連続した目地を形成しており、壁面
の安定的な構築を図っている他、建築全体に
亘って連続する水平目地に併せて、窓開口の
大きさや、壁面に挿入される窓上部の装飾彫
刻装飾の高さ方向の位置が揃っている傾向
などから、この水平目地が装飾意匠の位置決
定のために利用されている可能性を見出し
た。こうした傾向が顕著に表れる時代として、
アルメニア建築の形成期であり、最初の盛期
といえる 7世紀を指摘できる。 
 
(4) 外壁面にみられる彫刻装飾構成の検討 
 検討対象とした装飾意匠のうち、初期から
継続して用いられている装飾の構成として、
特に外壁面ニッチとそれにまつわる装飾（図
2）に着目して、分析を行った。分析に際し
ては、創建年代が明確な遺構にみられる外壁
面ニッチのみを対象とすることで、検討から
得られた年次的な変化が、ひとつの編年指標
として成立するように配慮したほか、装飾意
匠に関するデータベースを作成した（図 3）。 
 分析の結果、外壁面ニッチの特質及び年次
的傾向として、主に以下の各点が明らかにな
った。 
 
 

① ニッチの使用は年代を通じて東面に多く、
当初は内部のアプス形状に対応していた
ものが、10 世紀以降アプスのない壁面に
も使用が拡大している。 

② ニッチの断面形状について、初期におい
ては壁厚に対して深いものが多いが、10
世紀以降になると浅いものが増えている。 

③ ニッチ上部の構法として、11 世紀までは
複数の石材を組む形式が多いのに対して、
12 世紀以降、9 世紀までにはみられなか
った単一の石材を据える形式が主流とな
る。 

④ 装飾的要素の使用については、ニッチ上
部において、7世紀までは全くみられない
一方、9 世紀以降使用が認められ、11 世
紀以降には装飾のあるものが多くを占め
ている。具体的には、花弁状の浮彫や唐
草紋様等の浮彫が 9世紀以降に多いほか、
12−13 世紀にはフードが 12,13 世紀に認
められる。ニッチ下部では、10 世紀頃ま
で比較的多く装飾が用いられてきたが、
11 世紀以降無装飾の割合が高まっており、
装飾要素には窓、見切縁、付柱がみられ
た。また、ニッチの周辺の壁面に注目す
ると、9−11世紀頃に特に装飾に使用が増
加しており、上部のフード（9世紀）やア
ーケード状の装飾構成（11−13 世紀頃）
が用いられている。  

 また、外壁面ニッチの使用に伴う、凹凸の

図 1 建築ディテールのデータベース 

図 3 外壁面ニッチのデータベース 

図 2 外壁面ニッチ構成の例（Ogzulu） 



あるヴォリュームを避けた平滑な外壁面の
実現と、外部屋根架構における単純な形状の
採用との符合に着目すると、装飾のひとつと
して捉えられてきた外壁面ニッチ構成に、こ
れまで指摘されることのなかった架構にま
つわる機能、すなわち外部屋根架構を簡易化
する機能が包含されているものと見なせる
ことがわかった。一方、装飾的構成としての
外壁面ニッチは、7世紀より認められるが、9
世紀以降にその意味合いを強めたことも明
らかとなった。 
 上記の結果を総合すると、結果として、7
世紀、9世紀、10〜13世紀、14世紀の 4区
分による年代設定が可能であることが明ら
かとなり、外壁面ニッチによる編年指標を導
出するに至り、こうした分析方法から編年指
標の呈示が一定程度可能であることが確認
された。 
 これら外壁面ニッチに関する分析と考察
については、2011 年 6 月現在、日本建築学
会計画系論文集への投稿を準備している。 
 
 一方、外壁面ニッチの分析手法と同様の手
法を用いて、彫刻による装飾意匠として、窓
開口とそれにまつわる装飾意匠、見切縁（コ
ーニス）の意匠に関する検討を継続して進捗
させている。本研究課題で得られた知見及び
装飾意匠に関するデータを活用し、検討でき
なかった前述の分析項目の検討を中心に、研
究活動を続けるものとし、アルメニア建築の
様式史の解明と編年指標の導出を行うもの
とする。また、「研究の方法」で上述した分
析項目のうち、彫刻モチーフ及びパターンの
図像的意味、彫刻及び彩色の技法的特徴につ
いては、時間的制約等から十分な検討には至
らなかったが、今後の調査研究では、本課題
での取組みによって蓄積されたデータを踏
まえて、これら未検討の項目についても、継
続的に分析を行っていきたいと考えている。 
 
 
(1) アルメニア共和国文化省及び当該国の

研究者との情報交換・研究交流 
 現地調査の実施に伴い、アルメニア共和国
文化省及び当該国の研究者との連絡・情報交
換を行い、当該国の保存修復にも寄与できる
情報の提供等を行うとともに、今後の研究協
力の継続を確認した。 
 
(2) アルメニア共和国以外での海外での研

究活動等（イタリアにおける文献調査及
びフランスにおける研究発表、現地研究
者との研究交流） 

 ミラノ及びヴェネツィア（ともにイタリ
ア）に所在するアルメニア文化センターに所
蔵される関連資料・文献の閲覧と調査を行い、
特に現存しない建築遺構に関する情報の収

集を行った。 
 また、プロヴァンス大学（フランス）で行
われたコーカサス地域の歴史研究のシンポ
ジウムに参加し、研究成果の一部を発表する
とともに、フランス他の研究者との研究交流
を併せて行った。特に、フランスにおけるア
ルメニア建築研究の第一人者である P.ドナ
ベディアン教授（プロヴァンス大学）とは、
アルメニア建築研究に関して多様な意見交
換を行うことができた。 
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